
はじめに

シカゴ学派社会学は数多くのモノグラフを生

み出したが（宝月・中野，１９９７），そのなかに

「逸脱ビジネス」とカテゴライズされる一連の

研究がある。ポール・G・クレッシー『タクシ

ー・ダンスホール』（１９３２），ウォルター・レク

レス『シカゴの売春』（１９３３），ジョン・ランデ

スコ『シカゴの組織犯罪』（１９２９［１９６８］），さら

にサザランドの『ホワイトカラー犯罪』（１９４９）

などである。前三者では社会的に非難される行

為によって利益を得ている「悪徳ビジネス」

（vicebusiness）が取り上げられている。タク

シー・ダンスホールなど性的・情緒的サービス

1『立命館産業社会論集』第４４巻第４号 ２００９年３月

を提供する風俗営業の業者や密造酒の製造・販

売，売春，ギャンブル，企業恐喝，麻薬取引な

どを行うマフィア，シンジケートなどの組織犯

罪などである。それに対して，『ホワイトカラ

ー犯罪』はビジネスマンや公務員，専門職など

社会的威信・信頼のあるホワイトカラー層が自

らの職務活動の中で違法行為を行うことで，利

益を得る逸脱の世界が対象である。両者は同じ

逸脱であっても，性格を異にするものとみなさ

れることが多い。両者の違いを無視するわけに

はいかないが，両者とも「逸脱ビジネス」とい

うカテゴリーで一括して捉えることができる。

これらの共通性をよくみた上で，差異をみてい

く視点も必要である。両者とも利益を得るため

に，社会的非難を受ける行為をあえて行うとい

う点では共通しているのである。
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シカゴ学派のモノグラフに「逸脱ビジネス」とよぶことができる一連の研究がある。クレッシー，
レクレス，ランデスコ，サザランドの研究である。本稿はこれらの研究にもとづいて，「逸脱ビジネ
ス」はいかなる行為であるのか，「逸脱ビジネス」を可能にしている社会的世界のシステムはどのよう
なものなのか，さらに逸脱ビジネスの遂行者はいかなるコントロールを用いてそうしたシステムを構
築しようとするのか，を明らかにする。「逸脱ビジネス」には「利得」がなくてはならないが，それに
影響を及ぼす主な要素は「参入への誘因」「需要」「社会的損失」「社会的非難・規制」などである。こ
れら諸要因の相互連関からなるシステムの特徴とそれに介入するコントロールを分析することによっ
て，「逸脱ビジネス」の成否を知ることができる。
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トにして，「逸脱ビジネスの社会的世界」がい

かなるものであり，またそれがどのように構成

されているのかについて明らかにしたい。な

お，クレッシーやレクレス，ランデスコ，サザ

ランドのモノグラフがどのような内容のもので

あるのかに関しては，すでに別のところで紹介

している（宝月，２００８）１）。本稿はそれを一応前

提にして，すぐに「逸脱ビジネスの社会的世

界」の分析に入ることにしたい。

１ 分析の視点

逸脱ビジネスの分析に入るにしても，若干そ

の視点ないしパースペクティブについて触れて

おく必要がある。本稿が準拠するパースペクテ

ィブはシカゴ学派社会学のなかから展開されて

きた「社会的世界論」である。このパースペク

ティブに関しても別のところで述べているので

（宝月，２００６；２００５），ここでは簡単に要点のみ

述べておく。

１人々は社会的世界を構築してその中で生活

する。

２社会的世界はもろもろの対象が意味づけら

れている意味世界であり，その主要な構成

要素を社会学的タームで整理するならば，

相互作用，有意味シンボル，行為，行為者

（およびその態度），社会関係，資源（人

的・文化的・社会関係的資本），制度（分

類体系と規範），状況などである。

３社会的世界は分化し，それぞれ相対的に独

自な世界を形成し，そこでは関心の中心と

なる特定の行為が遂行される。こうした行

為を持続させるために，社会的世界はそれ

にふさわしい構成要素の配置を行い，制度

やそれを維持するメカニズムを発展させ
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る。

４社会的世界においてどのような行為が可能

となるかは，その世界の構成要素，とりわ

け制度，資源，社会関係がいかなる状態で

あるのかということと，その中でどのよう

な位置を行為者が占めるのかによって条件

づけられている。

５社会的世界の中で，行為者はその位置にふ

さわしい態度を身につけ，その態度に基づ

いて慣習的行為を行なう。しかし，社会的

世界では慣習的行為では対処できない問題

状況が生じてくる。こうした状況に対し

て，行為者は思考を働かせて新たな戦略や

行為を生みだし，また相互作用を通じて問

題状況をコントロールする。

６社会的世界の生成は，行為者たちが問題状

況をいかにコントロールし，新たな社会的

世界をどのように組織化していくことがで

きるのかにかかっている。

こうしたパースペクティブに基づいて，逸脱

ビジネスの世界を研究することになるが，その

分析の焦点は次のようなことに向けられる。

①研究対象とする行為や出来事がいかなるも

のであり，その特徴はどのようなものなの

か。本研究の場合は，「逸脱ビジネスの行

為」がどのような特徴を有するものである

のかを，「まっとうなビジネスの行為」と

対比し，さらに逸脱ビジネスのタイプごと

の差異に注目して，明らかにすることであ

る。

②研究対象とする行為・出来事はいかなる社

会的世界において遂行可能となるのか。そ

の社会的世界の条件や諸要素の相互連関の

システム，さらにその作用を明らかにす

る。本稿では逸脱ビジネスが埋め込まれて



いる社会的世界のシステムやそのメカニズ

ムを明らかにすることである。

③研究対象としている行為・出来事を可能に

している社会的世界はどのように生成され

ていくのか。特に行為・出来事が直面する

問題状況とそこで用いられているコントロ

ールの方法・戦略に注目することで，その

変化の過程を解明する。

以上のような項目のうち③はシカゴ学派に馴

染みのある方には比較的抵抗なく受けいれられ

やすい考え方であると思われる。シカゴ学派

は，生成プロセスに注目し，さらに問題状況へ

の対応過程に注目するものであるからである。

それに対して①と②に関しては若干説明が必要

である。

まず，シカゴ学派の研究テーマを振り返って

みよう。シカゴ学派は都市空間が人々によって

棲み分けられ，差異化された社会的世界に分化

している現実に注目する。シカゴ学派は棲み分

けられた空間に見出される独自な生活様式や文

化を互いに対比しながら記述する。遷移地帯に

広がるスラムは，活気にみちたダウンタウンや

労働者住宅街，郊外の高級住宅地との関係にお

いて，またスラムの生活は地理的には近接して

いるが文化的・経済的な面では別の世界に属す

る富裕層の居住地ゴールド・コーストとの対比

によって，その特徴が明らかになる。すでにア

ボットによって指摘されていることであるが，

ゾーボーの『ゴールド・コーストとスラム』は

「相互作用フィールド」の研究として読むこと

ができる（Abbott,1999:200）。すなわち，シカ

ゴのニア・ノースサイドのさまざまな地域とそ

こに暮らす人々の生活はどれかひとつだけを取

り出すのではなくて，異質な世界と対比させ，

関係づけることによって，それぞれの世界の特
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徴を明白にし，さらに地域全体の姿を浮き彫り

にすることに，ゾーボーは成功したのである。

シカゴ学派からこうした関係論的視点を再生

させようとする試みは，ストラウスの影響を受

けたクラークによって試みられている（Clarke,

2005）。彼女は「状況マップ」（situationalmap），

「社会的世界／アリーナマップ」（socialworlds/

arenasmap），「位置マップ」（positionalmap）

を提唱しているが，これらはいずれも状況を構

成する要素を別々にみるのではなくて，相互の

関係の中に位置づけ，さらに全体としてみるこ

とで，データを分析する方法である。もちろ

ん，分析に際しては核となる要素が特定化さ

れ，それを中心に他の諸要素との関連のマップ

が描かれる。

さらに，シカゴ学派は特定の行為や出来事を

可能にする条件や諸要因を明らかにする際に

は，いくつかの条件や要因を羅列するだけで満

足しない。それらがどのように関連して，全体

として特定の行為を生み出す作用を果たしてい

るのか，システムとしての社会的世界の作用に

も注目する。ズナニエッキ（Znaniecki,1934）

を除いて，こうした視点はシカゴ学派において

あまり明示的に展開されたものとはいえない

が，都市の各地域の社会的世界や移民の社会的

世界，逸脱者の世界，専門職の世界を分析する

ときに，システム的視点は彼らが暗黙に用いて

いた方法である。その一例は，ショウの『ジャ

ック・ローラー』（１９３０）にみることができる。

『ジャック・ローラー』の主人公スタンレー少

年の非行キャリア分析を筆者はかつて行ったが

（宝月，１９９０：第４章），スタンレーの非行キャ

リアの諸段階の社会的世界は，「単純循環パタ

ーン」「強化パターン」「拡大循環パターン」「相

補パターン」と名付けた社会的世界のシステム



の作用によって構成されているのである。

以下では，シカゴ学派の先にあげたモノグラ

フを資料にして，逸脱ビジネスがどのような行

為であり，それがいかなる社会的世界の下で遂

行されているのかを明らかにしていきたい。

２ 逸脱ビジネスはいかなる行為か

『タクシー・ダンスホール』は客が時間単位

で料金を支払うことでダンサーとダンスを楽し

むことのできる世界を，『シカゴの売春』は売

春宿が提供する性的サービスの世界を，『シカ

ゴにおける組織犯罪』は密造酒やギャンブル，

企業恐喝に手を染めるギャングなどのシンジケ

ートの世界を対象としている。さらに『ホワイ

トカラー犯罪』は合法的な企業や専門職の者が

犯す逸脱行為を取り上げている２）。こうした世

界で中心となっている行為はどのような特徴を

有するものであるのか。以下のような特徴をま

ず列記することができる。

第１に，これらの行為はいずれも利益（gains）

を得る目的でなされている行為である。贈与や

愛他的な行為や行為自体を楽しむものではなく

て，利益を得る手段として遂行されている。そ

して，利益を増すために，行為者はさまざまな

工夫をする企業精神を発揮する。この点では通

常の企業の営利行為となんら異なる点はない。

第２に，行為者は利益を得ようとする際に二

つのやり方がある。ひとつは他者が必要とする

なんらかの有益なサービスや財を提供すること

で利益を得ようとする場合であり，いまひとつ

は他者を欺いたり，偽ったり，搾取したりする

ことで利益を得る場合である。前者の場合はタ

クシー・ダンスホールや売春宿が提供する性的

サービスや，組織犯罪による当時禁制品であっ
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た酒類や麻薬の供給，あるいは賭博などのサー

ビスの提供である。提供されるサービスの中身

を問わない限り，こうした行為は通常の経済行

為との違いはない。

それに対して，相手に有用なサービスを提供

することなく，もっぱら自己の利得を増すため

だけになされる行為は，組織犯罪の恐喝や詐欺

的行為さらにホワイカラー犯罪に含められる多

くの行為（カルテル，商品の偽装，虚偽の広告，

脱税，特許権の侵害，不当労働行為，リベート，

信託違反など）にみられる。ただ，お目こぼし

や特別な便益を得るためになされる賄賂は贈賄

側と収賄側の双方に利益をもたらす行為である

が，消費者や納税者，他の企業の利益を損なう

点で，他のホワイトカラー犯罪と共通してい

る。有益なサービスを提供せず，もっぱら相手

を騙したり搾取したり損害を与える行為である

点で，ホワイトカラー犯罪は，強盗や暴力，性

犯罪などの街頭犯罪とむしろ類似している。

第３に，こうした行為を通常の経済行為と差

異化しているのは，なによりもそれらが社会の

意味世界の分類体系において道徳的に望ましく

ない行為で，違法な行為とされている点であ

る。違法性・不道徳性の特徴を帯びることで，

これらの行為は特別なもの，すなわち社会的に

非難され，規制の対象となり，逸脱者はスティ

グマを付与されて劣位な位置におかれる。こう

した行為はたとえ一部の人に有益なサービスを

提供していても社会的に誇れる行為でなく，社

会的世界の表面から隠され，できるだけ可視性

の低い，裏の世界の行為となる。とりわけホワ

イトカラー犯罪は社会的に尊敬される地位にあ

る人が職務行為の最中に行うものであるので，

行為は隠蔽されなくてはならない。逸脱ビジネ

スは発覚すれば社会的非難を被る行為であると



いう点で，通常のまっとうとされる経済行為と

差異化される。

第４に，こうした行為は発覚し，問題視され

ると，社会的非難のターゲットとなるので，だ

れしもが簡単に関与する行為でなくなる。逸脱

ビジネスにはそれなりの覚悟がいる。その行為

を行うのは行為が発覚する可能性は低いと信じ

る行為者か，あるいは社会的に非難されても自

らのアイデンティティが傷つくことへの懸念が

少ない行為者である。社会的非難を気にしない

者は少ないと思われるので，逸脱ビジネスの世

界への参入者の数は限られてくる。ましてや，

ホワイトカラー犯罪者に関与する社会層は社会

的非難を恐れるので，その行為が発覚する恐れ

は少ないと信じたり，あるいは逸脱の可視性が

低くなる社会条件が客観的に整っていると思わ

れない限り，逸脱に踏み切れないはずである。

まっとうな市民であると考えている者ほど，お

そろしいのは社会的非難である。

第５に，サービスや財は，通常の経済的交換

の場合と同様に，稀少であればあるほどその価

値を増す。逸脱行為によって提供される行為

は，それが規制され，道徳的に非難され，それ

ゆえにサービスを提供する者が少なくなると，

本来はそれ自体にたいした価値がないものでも

稀少価値を有するようになる。１９２０年代の禁酒

法によって，酒類は規制されることで，その価

格が上昇し，高価な商品に変身したのがその例

である。逆説的であるが，社会的非難や制度的

規制が強くなればなるほど，その行為の価値は

増すのである。逸脱ビジネスの価値のかなりの

部分はそれを非難する社会の側から得ており，

市場で自由に取引できるようになれば，価格は

下がる。

第６に，逸脱ビジネスは社会的非難を被るの
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でだれしもが参入できる世界ではないが，しか

しその反面高い利益が得られることは魅力的で

ある。その魅力に惹かれてその世界に参入する

行為者が現れる。とりわけまっとうなビジネス

より利益が高ければ，少々のリスクはあっても

逸脱ビジネスに参入しようとする者は増加す

る。ハイリスク・ハイリターンを求める行為者

の参入で，逸脱ビジネスの世界は競争の激しい

市場となる。さらに競争だけにとどまらず，血

を血で洗う激しい闘争にもなる。逸脱ビジネス

の世界は暴力の世界であり，しかも違法行為で

あるゆえに法の保護が得にくい世界である。

以上のようなことがビジネスとしての逸脱行

為の特徴であるが，これらのなかで一番重要な

特徴はなにであろうか。ビジネスである以上そ

れは利益を得るということである。しかしそれ

だけでは通常のビジネスとかわりはない。第３

にあげた，社会的に非難され，規制され，処罰

される行為であるという点こそが重要である。

タクシー・ダンスホールにしろ，売春宿にし

ろ，そこで提供されるサービスに対して非難す

る者がいるということが，その行為の本質を規

定する。もっともなぜ非難するのかその理由は

時代や社会によって異なっており，またその非

難に科学的根拠があるわけではない。２０世紀初

頭のシカゴで，性の制度に大きな影響を及ぼし

ていたのは宗教家や道徳家であり，彼らは性的

行為をもっぱら夫婦間に，せいぜい愛情のある

者同士の関係に閉じ込めようとする人たちであ

った。こうした立場からは売春は金銭を媒介に

し，愛情抜きの，不特定多数の客を相手にした

性関係であるゆえに，彼や彼女らは非難される

のである。同様にアルコールや麻薬，ギャンブ

ルに溺れることは自己責任を強調するプロテス

タント倫理からすれば許容できない行為であ



り，さらに強請やたかり，恐喝は人権や自由，

正義が重視される民主主義の文化では強く非難

される。特定の行為が逸脱と分類される背後に

はこうした思想や価値があり，それらが意味世

界において主流となり制度となると，それに反

する行為は社会的非難の対象となり，制度的に

規制されるようになる。

ホワイトカラー犯罪も同様で，企業や専門職

の行為に自由競争の原則とともに，社会的責任

や職業的倫理性が要請されるようになるほど，

彼らの行為の範囲は制約されてくる。社会的に

威信ある地位を占め尊敬されている人は，それ

に見合った高潔な行為をすることが期待され

る。彼らがその期待に反した時には，社会的非

難を被ることになるが，それは売春宿や組織犯

罪の行為など「悪徳ビジネス」に向けられる非

難とは異なる。ホワイトカラーの場合には信頼

される地位に伴う期待を裏切ったことへの非難

も含まれている。ホワイトカラー犯罪が及ぼす

経済的損害は確かに大きいが，人びとが彼らを

非難するのは単に損害が大きいからだけではな

い。尊敬される立場や責任ある立場にある人が

顧客や市民，関連企業，行政を欺き，信頼を損

なったことへの非難が込められている。

結局，逸脱ビジネスがどのような行為である

のかということは，それが社会的に非難される

行為であるということを抜きにしては考えられ

ない。そして行為が非難されるのは，その行為

がかならずしも有害な行為であるからだという

わけではなくて，ただ支配的な意味世界の観点

からは認めがたい行為と定義されているためで

ある。こうした点を確認した上で逸脱ビジネス

の行為を定義するならば，それは〈より多くの

利益を得るために社会的に非難される事業

（enterprise）にあえて挑戦する行為である〉，
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ということになる。

３ 逸脱ビジネスの社会的世界の構成要素

それではこうした事業はどのように行われる

のであろうか。事業は特定の社会的世界におい

て遂行されている。したがって，その遂行を可

能にしている社会的世界の諸要素がいかなるも

ので，また全体としてどのようなシステムの作

用がみられるのかを問うことが重要となる。こ

れらは逸脱ビジネスのタイプ（悪徳ビジネスと

ホワイトカラー犯罪）によってそれぞれ独自な

部分も，互いに共通していることもある。両方

に留意しながら，逸脱ビジネスを可能にする構

成要素とシステムをみていきたい。

逸脱ビジネスの参入者とその社会状況
この事業は利益を得るために行われるもので

ある。逸脱ビジネスの参入者は利益を得るため

にあえて逸脱的な行為をする者たちである。も

しまっとうな事業で同じような利益が得られる

ならば，彼や彼女らはだれもあえて逸脱はしな

いであろう。逸脱ビジネスの参入者は二つのタ

イプに分かれる。利益を求める点では同じであ

るが，ひとつはホワイトカラー犯罪の担い手の

ように，自らもまた社会的にも健全な市民であ

ると思っている者たちである。彼らはまっとう

な企業行為に携わっているが，より有効に利益

を得るために密かに逸脱的なことを行う。もう

ひとつは売春や組織犯罪のような社会的に非難

されやすい行為に携わっている者である。彼や

彼女らの行為は社会からはまっとうな仕事とは

みなされず，自らも健全な市民とは思っていな

い。悪徳ビジネスいわゆる「ダーティーな仕

事」の担い手である。



ホワイトカラー犯罪に関与する者は通常の企

業行為のやり方では十分な利益が得られない状

況やより多くの利益を得たい気持ちから踏み切

る。他方，ダーティーな仕事の担い手の場合

は，まっとうな職業の世界への参入の機会が閉

ざされているために，やむを得ず逸脱ビジネス

を選択することが多い。いずれの場合でも，彼

や彼女らがまっとうな仕事のやり方で十分利益

が得られる社会状況・位置におかれているなら

ば，あえて逸脱ビジネに関与する可能性は低く

なる。

では，まっとうなビジネスでは利益を得るこ

とができないのは，どのような社会状況であ

るのか。いくつか事例を紹介してみよう。ま

ず，クレッシーはタクシー・ダンサーになる

娘たちの背景について次のように述べている

（Cressey,1932:54-83）。

彼女たちの多くはシカゴ生まれで，欠損家庭

出身者が多くて，家庭は経済的に不安定である

場合が大半で，また継父とのトラブルや同棲・

結婚相手との不和，十分な職業訓練を受けるチ

ャンスの欠如などの問題をかかえている者が多

く，一般に「荒んだ生活」を経験している。こ

うした背景を有する彼女たちがタクシー・ダン

サーになる最初の経緯は，ウエイトレスとして

働いていたときにダンサーと出会ったことか

ら，あるいはたまたま知人にダンサーがいたこ

とによって，その刺激にみちた世界と魅力的な

収入に惹かれたためであるということが多い。

しかし彼女らはたまたまダンサーの世界の入り

口に達しても，そこから一人前のダンサーにな

るためには，それなりのキャリアを積まなけれ

ばならない。キャリアを積む過程では，彼女ら

は家族やそれまでの生活からしだいに距離をお

くようになり，タクシー・ダンスホールの仕事
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を中心とした世界に生きるようになっていく。

服装や化粧の仕方や客のあしらい方，同僚との

接し方，客を喜ばせるダンスのテクニックなど

を身につける。そして，いくつかあるダンサー

のタイプのなかから現在の自分に相応しいしか

るべきタイプのダンサーになる。それにはナイ

ス・ガール（デートはしないが，魅力的でダン

サーの最高のタイプ），スマート・ガール（魅

力をアピールしてセックス・ゲームを活発に行

い，最大限利益を得ようとするタイプ），ネバ

ーミス・ガール（客に愛情を寄せるような振り

をして，客をカモにしようとするタイプ），セ

クシャルなダンス・ガール（この世界に生き残

るためにセックスを最大限武器にするタイプ）

などがある。

さらに，レクレスが研究したシカゴの売春宿

の女性たちも似た背景を有している（Reckless,

1933:32,43-58）。彼は次のように述べている。

売春を行う女性は，誘拐され，売春を強制され

ている不幸な白人奴隷というような当時の新聞

がセンセーショナルに報じた記事とは異なり，

実態は金を得るために自ら売春を選んだ者やそ

れまで奔放な生活を送っている者が多い。まっ

とうな仕事では金を十分に稼ぐことができない

状況におかれ，社会的非難をおそれない「荒ん

だ生活」を，彼女たちは経験しているのであ

る。

また，ランデスコによれば，組織犯罪のメン

バーに加わる者の主な供給源はスラムである

（Landesco,1929[1968]:207-209）。彼らは貧し

い子沢山の家庭で育ち，学校をサボって仲間と

街頭を徘徊し，非行を繰り返しながら成長して

いく。その地域の文化自体が犯罪を選択するこ

とが魅力的な人生であることを示唆しており，

こうした環境で成長すれば，勇気のある子なら



ばギャングとして生きることが成功の唯一の道

であることを悟る。

これらに対して，ホワイトカラー犯罪の担い

手の供給源は主に中産階級である。サザランド

の研究が彼らの社会的背景について述べている

（Sutherland,1949[1983]:240-246）。彼らは家

庭でしかるべき道徳心を身につけて社会に出

る。しかし，企業の中で「違法なことをするの

もやり手のうちである」「ビジネスはビジネス

である」という態度をしだいに身につけてい

く。まっとうな企業であるという表の顔とは違

って，利益のために違法なことを行うことも必

要なことであるという企業文化を一部の企業は

育んでいる。彼らがビジネスで逸脱を行わなく

てはならないのは，競争の激しい市場や無規制

な市場が存在しているからである。こうした状

態で，企業家は生き残るために自由競争を制限

し，同業者間で価格協定や労働条件の一律制限

を行う（ibid:255）。また，そうした組織的対応

がなされなくとも，一部の者が違法なことを行

って利益をあげれば，他の業者も生き残るため

に類似の行為を行うようになり，逸脱は業界全

体に伝播する（ibid:246）。サザランド以降の

研究でも，利益追求を過剰に煽る産業経済構造

に根ざした「競争文化」や「倫理的な抑制を無

効化する中和の技術」，「組織に対する従業員の

従順さを確保する方法」などのメカニズムがホ

ワイトカラー犯罪に作用することが指摘されて

いる（Coleman,1994訳：260-287）。

以上のことから，逸脱ビジネスへの参入者を

輩出する社会的状況が明らかになる。第１に，

まっとうなジネスではしかるべき利益を得るこ

とができない社会状況（たとえば競争の激しい

市場）が存在すること。第２に，まっとうな仕

事から排除されているために，「ダーティーな
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仕事」でしか金を稼ぐことができない社会層の

存在。さらに第３に，ホワイトカラー犯罪の担

い手に対してのみ該当することであるが，彼ら

をやり手の企業戦士に変身させる企業文化や組

織の一員として命令に抵抗しがたい管理体制の

存在である。

社会的非難・規制とその担い手
逸脱ビジネスは社会的に非難され，規制の対

象となる行為である。こうした特徴を抜きにし

て逸脱ビジネスの遂行は考えられない。逸脱ビ

ジネスの一方の主役が逸脱で利得を求める行為

者であるとすれば，他方はそうしたビジネスを

非難し，規制をしようとする行為者たちであ

る。そうした行為者には道徳的観点から逸脱ビ

ジネスを非難する市民，センセーショナルに事

件を報じる新聞などのメディア，市民や世論の

関心に敏感な政治家，さらに制度規制を担う統

制者たちがいる。こうした人たちの行為は逸脱

ビジネスに影響を及ぼす。レクレスはシカゴの

売春に対する市民やメディア，統制者の反応に

ついて次のように述べている（Recless,1933:

chap.1）。

シカゴでは１９１２年に紅灯地域は廃止された。

廃止に導いたのは，売春行為やそれを商売にす

ることを非道徳的なこととして非難する一部の

熱心な市民運動によるものである。福音伝道者

スミスによるシカゴの浄化を訴える大規模な街

頭行進や，シカゴの教会連盟を主導したサムナ

ー主席司祭は「売春対策委員会」の設置を市当

局に求める。さらに，「青年市民同盟」も加わ

り，売春を一定地域に閉じ込めた上でそれを黙

認するという従来の「隔離政策」に反対を表明

する。同時に，運動家たちはイリノイ州法やシ

カゴ市条例に基づいて売春に対する厳格な法執



行を要求し，それに呼応して州検事ウェイマン

は売春宿の訴追を積極的におこなう。こうした

運動によって，それまでの「隔離政策」は廃止

に追い込まれたのである（ibid.1-8）。

売春の盛衰に大きな影響を及ぼしたのはこう

した道徳家たちだけでなかった。新聞などのマ

スメデイアの報道と政治家，さらに警察など統

制者の行為も重要な役割を果たしている。ま

ず，新聞報道であるが１９０９年から１９１２年にかけ

て国際的な少女売買が広く行われていることを

さかんに報じている。１３歳から２５歳までの少女

約１万５千人から２万人が毎年アメリカで誘拐

されたり白人奴隷として売り買いされたりし

て，売春婦にされ，監禁され，虐待されている

と報じる。新聞によって流布された無垢な少女

の悲劇的なストーリーは，当時の新聞報道の信

憑性は低いとされていても，多くの人の関心を

引き，売春は社会問題として認識されるように

なる。売春少女を調査した「シカゴ売春研究フ

ァイル」によれば，すべての少女が搾取されて

いたわけではなく，少女たちのなかには金を得

るために自ら売春を選んだ者もおり，性体験も

ある奔放な生活を送っていた者が多い。しか

し，新聞によって生み出された売春少女の悲劇

のイメージは，その世界の実態をよく知らない

人々に道徳的怒りを呼びおこすに十分であった

（ibid.32-35）。

売春ビジネスの盛衰は政治家や司法・警察関

係者の意向によっても左右される。売春の規制

に熱心な市長や検事，警察官もいれば寛大な者

もいる。シカゴにおいては，売春や酒場，賭博

に寛大な「オープン・タウン」政策をとったト

ンプソン市長の２度の市政の時期（１９１５年─

１９２３年，１９２７年─１９３１年）とそれと逆の政策で

ある「クローズド・タウン」政策をとったデー
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バー市長の時期（１９２３年－１９２７年）を比べた場

合に，前者の時期には取り締まりも低調で売春

ビジネスは勢力を増し，後者の時期には取り締

まりは活発で，ビジネスの活力は衰える。売春

自体が根絶されることはなかったが，法執行の

仕方次第でこの種のビジネスの活動量は大きく

変化する（ibid.7-8）。

以上のようなレクレスの記述からも明らかな

ように，市民やメディア，政治家，統制者の行

為はビジネスとしての逸脱に大きな影響を及ぼ

す。社会的非難と反作用が厳しくなればなるほ

ど，逸脱ビジネスはやりにくくなる。規制が強

化され，罰が厳しくなると逸脱のコストは増

し，利得に影響を及ぼす。

しかし，社会的非難の高まりや規制の強化

は，逸脱ビジネスにデメリットをもたらすだけ

とは限らない。規制が強化されることで，逸脱

ビジネスにだれでもが簡単に参入するわけには

いかなくなる。参入にはそれなりの覚悟と，社

会的反作用を受けることなくうまくやりとおせ

るノウハウが必要である。そのために，社会的

非難や規制の強化は，参入者を制限し，逸脱ビ

ジネスの競争を緩和することも考えられる。

さらに，ビジネスの価値を高めるという点か

らみれば，逸脱ビジネスにとっては社会的非難

や規制の存在は重要である。規制されることに

よって，そのサービスの希少性はます。麻薬の

販売が莫大な利益をもたらすのは，麻薬自体の

価値では無くて，規制によってもたらされるも

のである。もちろん規制は逸脱ビジネスにコス

トを生じさせるものではあるが，それがサービ

スの希少性をもたらすことも無視できない。

逸脱ビジネスの需要
通常の事業経営と同様に利益を得るために



は，逸脱ビジネスにおいても提供するサービス

を求める人々，すなわち顧客がなくてはならな

い。顧客の需要があってこそ，このビジネスも

成り立つ。

逸脱ビジネスが提供するサービスを必要とし

ているのはどのような人であるのか。それはま

っとうなビジネスや通常の社会関係では自分が

必要とするサービスを手に入れることができな

い，あるいは満足できない人たちである。たと

えば，恋人や性関係をもてる相手を容易に手に

入れることのできる人にとっては，タクシー・

ダンスホールや売春宿のサービスは価値がな

い。しかし，大都市に移住してきて社会関係の

乏しい単身者や，人種偏見に直面している移民

男性には女性と付き合うチャンスは乏しい。タ

クシー・ダンスホールなどは異性と出会う貴重

な場所となる。たとえば，クレッシーはタクシ

ー・ダンスホールの客について次のように述べ

ている（Cressey,1932:chap.6-7）。

タクシー・ダンスホールに来る客は，人種的

には東洋人やイタリア・ポーランド・ギリシア

からの移民，ユダヤ人が多い。さらに独身の年

配者，結婚の破綻者，一人暮らしの地方出身

者，流れ者，身体障害者，逃亡者，好奇心から

ホールの見学に来る者など多様である。客にと

って，タクシー・ダンスホールは有用な機能を

果たす世界である。東洋人にとっては自分たち

の民族集団外の女性や文化と接触し，アメリカ

ナイゼーションの第一歩を踏み出す場であり，

女性との接触機会の乏しい人や孤独感や挫折に

苛まれている人の不満を解消させる場となって

いる。タクシー・ダンスホール客の中で５分の

１はフィリピン人で，その半数以上が２５歳以下

の若者である。彼らがダンスに魅力を感じるの

は，アメリカにおなじ人種の若い女性が少ない
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ことと人種偏見が関係している（ibid.145）。

１９２０年代の１０年間に在米フィリピン人は５千人

から５万６千人と約１０倍増えたが，市民権は認

められず，カリフォルニアやアリゾナなど西部

の諸州では白人女性との結婚は無効であるとい

う人種差別がまかり通っているありさまであ

る。しかも，１９０２年からアメリカの統治下にあ

ったフィリピン人にとっては，アメリカ的生活

様式は憧憬の的であった。そのために，アメリ

カに来たフィリピン人にとってアメリカ女性と

の「デート」は，アメリカ化への一歩を意味し

たのである。普通なら人種的偏見と差別によっ

てままならぬ「デート」もタクシー・ダンスホ

ールにおいては可能となり，憧れの女性との付

き合い方や求愛のテクニックを学ぶ「学校」と

してホールは機能した（ibid.151）。

以上のクレッシーの研究が示すように，通常

の手段では欲望の満足が得られない不利な社会

的立場に置かれている人びとがいる限り，彼ら

に必要なサービスを提供する逸脱ビジネスは繁

栄する。社会移動が活発で，異質な文化や民

族・人種が混在し，さらに単身者が多く暮らす

移民の大都市はこうした条件を充たしている。

これは公的なサービスから排除されたり，きめ

こまやかで迅速な個人的サービスを必要とする

人びとがいる限り，政治的ボス組織は不死鳥の

ようによみがえるというマートンやベルの主張

と同じである（Merton,1957;Bell,1960）。

社会的損失・被害者
しかし，逸脱ビジネスは特定の人びとに有益

なサービスを提供するだけではない。その行為

によって被害を受ける人もいれば，社会の制度

的秩序も傷つけられることがある。たとえば，

タクシー・ダンスホールや売春宿ができたため



に，風紀の悪化や地価の下落の影響を受ける住

民がでる。組織暴力の抗争に巻き込まれて犠牲

になる市民もいる。組織暴力は善良な市民や企

業の経営者を脅かして金品を巻き上げたり，さ

らに労働争議に介入して暴力的に組合を切り崩

したりする。いくつかその事例をあげてみよ

う。ランデスコはシカゴの組織犯罪の研究で，

こうした状況をリアルに描いている（Landesco,

1929[1968]:132-149）。

組織犯罪は労働争議にも介入して労働組合を

威嚇する手段として爆弾などを用いるようにな

るが，その背景には１９２２年頃の建築業界が不況

で，労働者の賃金がカットされ，労使双方の対

立が強かったという状況がある。爆発物のよう

な過激な手段を用いる組織犯罪者の介入を招い

たのは，テナントとの紛争や労働争議の解決に

行き詰った企業家が問題解決の手段として彼ら

を利用しようとしたのである。暴力的な手段で

威嚇して普通のビジネスや労働組織から搾取し

ようとするracketeeringが密造やギャンブルと

並んで組織犯罪の一つの行為に加わることにな

り，１９２０年代半ばにはシカゴでは急激に増大す

る。racketeeringの触手はクリーニング業界や

機械作業所，八百屋，食品配達業界，ガレージ

所有者など２３の職種に及んでいる。

こうした違法な行為がビジネスとしてまかり

通っている事実は，組織犯罪を生み出す社会的

背景を考える上で格好の事例である。ランデス

コは次の点を指摘している（Landessco,1929

[1968]:167）。第１に小企業間の競争が激しい

状況において，競争を抑制する協定を結ぶこと

が困難であったり，競争の制限自体が自由競争

擁護の観点から法的に規制されているときに，

組織犯罪の介入を招きやすくなる。第２に，シ

カゴのように法の執行が伝統的に厳格でない都
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市では，威嚇や武力を携えたギャングは「うで

っぷし」の強さを発揮することが容易である。

アル・カポネは一般のビジネス世界や労働界に

も食い込むことで，その世界の「最良の保護

者」となったのである。

さらに，サザランドはホワイトカラー犯罪が

もたらす経済的損失は街頭犯罪に比べてはるか

に大きいことを指摘している。「百万ドルの夜

盗や強盗などは実際に聞いたことはないが，百

万ドルの横領犯などは，ホワイトカラー犯罪者

の間では雑魚みたいなものである」（Sutherland,

1983:9）。さらに，ホワイトカラー犯罪は信頼

を破り，それによって不信の念の生み，社会的

モラルを低下させ，社会解体をもたらす（ibid.

10）．ホワイトカラー犯罪が生む社会的損失を

正確に把握することは困難であるにせよ，その

影響は経済的損失のみならず社会制度にも及

ぶ。

社会的損失を招くような行為を社会は放置し

ておかない。有益なサービスを提供することな

く，他者に犠牲を強いる搾取的な行為には道徳

的な非難が向けられる。当然，逸脱ビジネスに

対する規制は強化されるようになる。規制はホ

ワイトカラー犯罪に対して，ほかのビジネス犯

罪や街頭犯罪よりも一般的に効果的であると思

われる。なぜなら，ホワイトカラー犯罪の担い

手は，社会的に尊敬に値するとみなされている

地位にある人が多い（Sutherland,1949:231-

232）。彼らにとって評判を落とすことや汚名を

きせられることは大きなコストを払うことにな

るからである。

それに対して，タクシー・ダンスホールのダ

ンサーや売春を行う者，さらに組織犯罪のメン

バーらはホワイトカラーに比べれば，自ら大切

にしなければならないと思っている名誉や社会



的評価は少ないので，社会的非難のコストは相

対的に低い。むしろ，彼らにとって逸脱のコス

トが上昇するのは，制度的規制が強化され，彼

らに加えられる刑罰が厳しくなることや，ある

いは市民・住民からの反作用でビジネス自体が

やりにくくなることである。

逸脱ビジネスを可能にするシステム
以上，逸脱ビジネスを構成する諸要素（参入

への誘因，社会的非難と規制，需要，社会的損

失）について述べてきた。これらが相互に関連

することで図１のようなシステムを構成する。

これら要素のなかには逸脱ビジネスのシステム

としてなくてはならないのものと，二次的なも

のとがある。必須の要素は社会的非難・規制と

参入の誘因である。それに対して需要と社会的

損失はいずれか一方があればよい。社会的損失

を伴うのはホワイトカラー犯罪と一部の組織犯

罪である。それに対して需要が加わるのは売春

などの悪徳ビジネスの場合である。同じ逸脱ビ

ジネスのなかに異なったタイプを生むのは，こ

立命館産業社会論集（第４４巻第４号）12

うした二次的要因の違いである。

では，逸脱ビジネスを可能にする社会的世界

はどのようなシステムを有しているのであろう

か。システムを構成する諸要素の関係は複雑で

ある。これらの関係において，逸脱ビジネスに

影響を与えるものと思われるものを取り出し，

以下に整理しておきたい。なお，１から８の番

号は図の数字に対応している。

１社会的に非難されるサービスの提供で逸脱

ビジネスは繁栄して，利益を得る。

２被害者や社会的損失を生むことで，一部の

逸脱ビジネスは利益を得る。

３利益が増えると，参入への誘因が強まり，

逸脱ビジネスの競争が激しくなる。

４需要が増えると逸脱ビジネス参入への誘因

が増すが，魅力的なサービスを提供する者

ほど参入は容易となる。

５社会的損失が知られるようになると，社会

的非難・規制は強まるので，逸脱を隠蔽

し，規制を回避することが重要となる。

６需要が増え，サービスが目立つようになる

図１ 逸脱ビジネスの社会的世界のシステム



と，社会的非難・規制は強まるので，市

民・住民との調和が必要となる。

７逸脱ビジネスへの参入の誘因が増加すると

競争が激化しすぎるので，社会的非難・規

制を利用して参入を適度に抑制する必要が

ある。

８逸脱ビジネスへの社会的非難・規制はビジ

ネスをやりにくくするが，その反面，サー

ビスの希少価値を高める。

これら要因間の関係についての命題が妥当で

あるとすれば，逸脱ビジネスを有効なシステム

にするには，利得を増加させる関係を強め，減

少させる関係を少なくすることが重要となる。

ただ，これらは連関しているので，ひとつの関

係だけ取り出せば逸脱ビジネスに有利に働いて

も，他の関係に連関することで，その有利さは

相殺されることもある。

逸脱ビジネスの利得を増やす単純なシステム

としては，一応次のようなものが考えられる。

悪徳ビジネスの場合には，需要は増えても，過

当競争におちいらず，社会的非難・規制を市場

の秩序化に利用できるシステムである。ホワイ

トカラー犯罪の場合は，社会的損失は増えて

も，社会的非難・規制の強化を回避できるシス

テムである。

４ 問題状況のコントロール

逸脱ビジネスのシステムが一応明らかになっ

たが，こうしたシステムをより利益の得られる

ものに編成ないし構成することによって，逸脱

ビジネスの世界は生成していく。逸脱ビジネス

の担い手たちがシステムの構成に用いるコント

ロールをいくつか紹介しておこう。

逸脱ビジネスの社会的世界（宝月 誠） 13

有利な法制度の構築
ホワイトカラー層などの有力な社会的位置を

占めている者が用いるコントロールは，自己の

行うビジネスに有利な法制度を制定することで

ある。ビジネスとして逸脱を行う場合にはこの

ことは重要である。たとえ逸脱が発覚してサン

クションを受ける場合でもできる限り不利益に

ならないようにする。サザランドによればホワ

イトカラーの逸脱は犯罪としてではなくて，刑

罰以外の方法で処理され，犯罪者の汚名を逃れ

る制度ができている。彼は次のような実態を明

らかにしている（Sutherlnd,1949[1983]:13-

44）。

１９３０年代当時のアメリカ合衆国最大の企業７０

社（金融会社は除く）を対象に創立期から現在

までになんらかの違法行為の決定を受けた数と

違反タイプをサザランドが調べたところ，どれ

も１件以上，最大で５０件の決定を受けている企

業もあり，全企業の受けた決定の総数は９８０件

で，各社の平均は１４件である。これらの違反の

内訳は取引制限（３０７），広告における虚偽表示

（９７件），特許権・商標権・著作権侵害（２２２件），

全国労働関係法およびその他の労働法で定義さ

れる不当労働行為（１５８件），リベート（６６件），

金融詐欺・信託違反，戦時統制法違反および雑

犯罪などその他（１３０件）である。さらに，決定

は裁判所（刑事・民事・衡平法）による公式の

「判決」「命令」のみならず，行政委員会（州際

通商委員会・証券取引委員会・全国労働関係

局・全国食品薬品局等）の「審決」，裁判所や委

員会において受理された「誓約」，裁判所によ

り命ぜられたり認可されたりした「和解」，純

良食品法にみられる「没収」などである。

以上の点から，違法行為に大企業が関係して

いることがわかる。しかし，９８０件の決定のう



ちで刑事裁判所での決定は１５８件１６パーセント

のみである。その他の違法行為が犯罪といえな

いとすれば，この決定の数値を企業行為の犯罪

性の指標には使えないことになるが，サザラン

ドは以下に述べる理由でそれが十分指標になる

と主張する（ibid.46-49）。彼の主張によれば，

企業活動で経営者が関与する違法行為の多くは

犯罪の要件を充たしているが，刑事法の「差別

的手続制定」（differentialimplementation）によ

って，特別な扱いを受けているためである。犯

罪の構成要件は，その行為が社会的に「有害」

であるという法律上の規定が存在することと，

その行為に対する「処罰」が法律の規定にある

ことが条件である。この要件に照らした場合，

まず先に上げた企業の違法行為の多くは同業者

や消費者に被害を与える点で社会的害悪をもた

らす。トラスト禁止諸法は競争者の保護，消費

者の独占価格からの保護を意図するものであ

り，全国労働法は雇用者の権利の保護，侵害関

係の法も特許や商標の所有者の保護と科学や産

業技術の進歩を促進する目的から制定されてい

るものである。

次に，処罰の規定であるが街頭犯罪に対する

ような拘禁を中心とするものではないが，企業

に適用される決定は刑罰的な要素が含まれる。

シャーマン反トラスト法違反に対しては「軽

罪」として通常の刑事手続き（罰金・拘禁）や

「差止命令」，それを無視すれば「法廷侮辱」，さ

らに「損害賠償」（被害額の３倍）が命じられ

る。さらに，連邦取引委員会は企業の法律違反

が立証されたならば，当該企業から将来その法

律に違反しない旨の「誓約」を受理し，それが

破られたときには「停止命令」，それを企業が

無視し続ければ裁判所に「差止命令」を請求で

きる。このような一連の手続き規定は企業に不
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名誉をもたらす点で処罰に相当するものであ

り，犯罪の要件を充たしていると，サザランド

は考える。

企業活動に対して適用される法律は街頭犯罪

に比して比較的穏やかで複雑な手続きがとられ

るようになっている。それを「差別的手続制

定」（differentialimplementation）とサザランド

は呼ぶ（ibid.48）。こうした「差別的手続制定」

を可能にしているのは，経営者・実業家と政治

家や裁判官，行政官との家族や社会的背景，教

養上の同質性のために，彼らに犯罪者の烙印を

貼ることを避けたい，少なくとも最小にしたい

という思惑が支配者の間で働いているためであ

るとみる。それ以外の理由もあげているが，彼

が一番重視した点は有力なホワイカラー層に有

利な法制度が制定されている点で，彼らのビジ

ネスが逸脱しても犯罪者の汚名を免れるのであ

る。

社会の権力者とのネットワークの構築
社会的非難や制度的規制は逸脱的なビジネス

を行う者にとって脅威であるが，彼らは社会の

権力者と密接なネットワークを構築することで

彼らへの権力行使や規制を回避しようとする。

その様子はランデスコの組織犯罪のボスたちの

行為に描かれている（Landesco,1929[1968]:

chap.9）。

組織犯罪のボスは政治家をはじめ社会の有力

者との良好な関係を築いて，保護や便宜を得て

いる。両者の関係は普段は目につきにくいが，

犯罪組織のボスが死亡したときの葬式の参列者

から癒着は明白になる。ランデスコは１９１０年代

に大きな権限を振った組織犯罪の大ボスである

コロシモの葬儀の詳細な記述を当時の新聞記事

を利用して行っている。葬儀には仲間のギャン



グのみならず，シカゴの名士が多数参加してい

る。カソリック教会はさすがに彼をカソリック

の葬式に従って埋葬することを拒否したが，３

名の判事，８名の市会議員，１名の州検事，１

名の上院議員，１名の下院議員が，シカゴのオ

ペラ界の指導的な芸術家，ギャンブラー，ナイ

トクラブの経営者とともに棺の付添い人に連な

っている。コロシモはあらゆる階層の人との友

人関係を作り上げており，「民主主義における

政治的権力は友人関係に依存する」（ibid.193）

ことをよく理解していた人物であるという。

しかし，教会や新聞編集者の組織犯罪に対す

る道徳的批判とともに，一般の人々からの政治

家と組織犯罪のボスとの癒着は非難が高まって

くる。同じギャングのボスであるオバニオンや

テム・マーフィーの葬式になると，これみよが

しの葬儀は影を潜め，政治家や判事は参列を控

えるようになる。しかし，両者の癒着がなくな

ったわけではなくて，両者の関係の質が変わっ

てきたのである。それまで友人関係で結ばれて

いたものが，しだいに功利的な金銭的関係に変

質していく。政治家と組織犯罪との癒着は双方

に大きな利益をもたらすもので，決してなくな

るものではないが，両者の関係は時代とともに

親密な友情をベースにしたものから，功利的な

計算に基づく関係に変わっていくのである。

功利的な計算に基づく両者の関係が明るみに

出ることは葬儀では見られなくなったが，選挙

運動では顕著になる。組織犯罪側は彼らの違法

な活動に対する政治的保護を得るために特定の

政治家を当選させようとして，不正選挙を行

う。「善良な市民」の投票に頼るだけでは当選

がおぼつかない政治家はギャングスターの運動

に期待するようになる。不正選挙のやり方には

選挙人名簿の改ざんや選挙事務担当者の差し替
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え，選挙登録の操作，相手側の運動員の誘拐ま

であらゆる手が用いられる。政治家は友情に基

づいてあるいはコミュニティの代表として支持

されるのでなくて，不正な利益を得るためのパ

ートナーとしてギャングたちは政治家と関係を

深めるのである。

ライバル間の協定
事業には競争がつき物である。大きな利益の

得られる事業には新たな参入者が次々と加わる

ことで競争は激化する。競争は新参者にチャン

スを与え，新旧の事業家の交代を促すことにな

る。しかし，過度な市場の競争は互いの利益を

引き下げるだけでなく，統制者の介入や市場の

混乱を招く。そのために，まっとうな企業の経

営者でも談合し，価格協定を結ぼうとする。

ホワイトカラーだけでなく悪徳ビジネスに携

わっている者もライバル間で協定を結んで，無

駄な競争や抗争を避けようとする。その様子は

やはりランデスコによっていきいきと描かれて

おり，彼は当時のギャングのボスのジョン・ト

リオの手腕とその後の「ビール戦争」のエピソ

ードを取り上げている（Landesco,1929[1968]:

94-95,97-105）。

まず，組織犯罪のボスであるコロシモのあと

を継いだジョン・トリオ（JohnTorrio）は，彼

が支配権をふるったのは１９２０年から１９２４年と短

期間であったが，その間は密造の製造・販売を

行うそれぞれの縄張りについて仲間間で同意を

取り付け，その協定を守らせるこことができ

た。なかにはサウスサイドのオドネールやオバ

ニオンのように，トリオの統率に従わないヤク

ザもいるが，彼らに対しては容赦ない戦争を仕

掛けたり，警察の力を利用して，協定を実行あ

るものにしていった。しかし，シカゴで社会の



浄化に熱心なデーバー市長の登場（１９２３－２７

年）によって，ヤクザ仲間の協定は崩れる。デ

ーバー市長は禁酒法の厳格な執行を行い，それ

まで暗黒街の大物トリオのリーダーシップの下

に定められた密造酒の製造・販売の縄張りが崩

れ，トリオ自身も逮捕されることによって，一

気に業界は戦場状態に陥る。１９２３年からほぼ４

年間，組織犯罪者間での血なまぐさい闘争が展

開される。この間，ギャングの抗争で２１５人が

命を落とし，警察との銃撃戦ではギャングやビ

ール密造業者１６０名が殺された。

こうした激しい抗争を通じてギャングが死に

絶えるのではないのかという世間の期待に反し

て，１９２６年１０月にモリソンホテルで開催された

組織犯罪の有力者たちの会合で再びそれぞれの

縄張りを侵さない協定が成立し，共存をめざす

ことになる。もちろん，こうした約束はリーダ

ー間では一応守られても，ギャングの個人的な

争いやゲリラ的な抗争がなくなったわけではな

い。しかし，密造酒の取引を行うシンジケート

は大規模に操業を続けていたという事実は，禁

酒法が一般の市民からも支持されていなかった

ということもあるが，なによりもギャング間の

協定によって市場の秩序が保たれていたことが

おおきい。

偽装・自主規制と可視性の操作
市民からの批判や統制者の介入を避けるため

に，逸脱的なビジネスを行う者は自らの行為が

健全なビジネスである装いをしたり，統制者

側と協力して自主規制をしたりするようにな

る。こうした例はクレッシーのタクシー・ダ

ンスホールの経営者の行為で述べられている

（Cressey,1932:262-269）。

当時，タクシー・ダンスホールに対する社会
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の眼差し，とりわけ社会改良に関係している

人々や団体（ソーシャル・ワーカーや「青少年

保護協会」）の態度は好意的なものではなかっ

た。そうした人々はダンサーをチケットで買う

行為やホールから女性客が排除されている状

態，不特定多数との親密な関係が助成される点

などに，タクシー・ダンスホールの不道徳性を

嗅ぎ取り，売春の温床になるとして非難した。

「青少年保護協会」はタクシー・ダンスホール

も他の商業施設と同様に許可制にして統制を強

化しようとする。それに対して，経営者は自ら

の施設はダンス学校であると称することで統制

を逃れようとしたり，どうしても許可を得る必

要がある場合には，統制者側に賄賂を用いて許

可を得たり，それが取り消されそうな場合にも

同じ手を用いたり，行政訴訟を起こしたり，ダ

ミーの経営者を利用して健全な商売を装ったり

した。

タクシー・ダンスホールを「健全化」させる

ための「シカゴプラン」として，ダンスホール

経営者と統制機関とが協力して，ダンスホール

に相応しい行為規準を作成する自主規制の計画

が立てられた（ibid.275）。そのなかにはいか

がわしいダンスを禁じたり，施設環境を改善し

たり，さらに社会福祉や教育の分野で経験を積

んだ女性の管理者をダンスホールに置くことな

どが含まれていた。こうした計画は一般のダン

スホールでは一定の成果をあげたが，タクシ

ー・ダンスホールに関してはあまりうまく機能

していない。その理由のひとつは経営者の参加

が少なくて女性監督官の経費を捻出できなかっ

たためであるが，自主規制はうまくやれば社会

的非難を緩和させるひとつの方法となりえるの

である。

他方，ホワイトカラー犯罪において行為のコ



ントロールとして用いられるのは，都合の悪い

行為やその結果が外部に見えにくくし，「可視

性」を低くする戦略である。サザランドも指摘

しているように（Sutherland,1949:233），ホワ

イトカラー犯罪にかかわっている企業は，巧妙

に商品や侵害を偽装したり，批判が生じにくい

ように各地に分散している消費者をターゲット

に選んだり，リスクの高い行為は別会社や子会

社に任せて，本体の企業を保護するなどの方法

が用いられる。さらに，企業行為の情報開示を

抑え，外部からの監視や介入を排除し，相互監

視システムが機能しない状況，内部告発が起こ

りにくい状況，さらに製品自体の品質などの表

示を抑えるなどの方法で可視性を操作すること

もできる。

以上，コントロールのいくつかの事例をあげ

てきた。もちろん，こうしたコントロールを用

いれば逸脱ビジネスの社会的世界において確実

に成功するというわけではない。流動的な社会

的世界においては，常に状況に応じたコントロ

ールを柔軟に行うことが重要であるからであ

る。しかし，確かなことは逸脱ビジネスの社会

的世界が生成していくには，問題状況をコント

ロールし，少しでもより有利なシステムを構築

することが必要となるということである。

むすび

以上のシカゴ学派のモノグラフを素材にして

逸脱ビジネスの世界を可能にしているものを明

らかにしてきた。最後に強調しておきたい点は

以下のことである。

第１に，逸脱ビジネスは社会的非難を被りや

すい行為であるが，非難されるリスクが高い

分，うまくやればまっとうなビジネスを行うよ
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りも利得は大きくなる。

第２に，逸脱ビジネスの成功を左右している

のは，「社会的非難・規制」をはじめ，「参入へ

の誘因」「需要」「社会的損失」などの諸要因の

関係から構成されているシステムである。

第３に，逸脱ビジネスで成功しようとする者

は，自分たちに有利になるようにこうしたシス

テムや諸要素に働きかけ，「コントロール」す

る戦略を常に編み出す。

そして最後に，以上のことから逸脱ビジネス

への対策としては，どのようなことが必要であ

るのかということを考える手掛かりが得られ

る。逸脱ビジネスのシステムの特徴や逸脱者が

用いるコントロールを知ることは，逸脱ビジネ

スをコントロールする有効な手立てをみつける

近道である。

注
１） 宝月（２００８）以外に，クレッシーに関しては

中野正大・寺岡伸悟（１９９４：１９９５），レクレス
は中野正大・高山龍太郎（１９９７；１９９８），ラン
デスコは水垣源太郎（１９９７）で紹介されてい
る。

２） サザランドの引用に際しては，１９８３年編集版
を，ランデスコも１９６８年出版のテキストを用い
ている。

参照文献
Abbott,Andrew.1999.DepartmentandDiscipline:

ChicagoSociologyatOneHundred.University

ofChicagoPress.

Bell,Daniel.1960.TheEndofIdeology.FreePress.

Bulmer,Martin.1984.TheChicagoSchoolof

Sociology.UniversityofChicagoPress.

Clarke,AdeleE.1991.“SocialWorlds/Arenas

TheoryasOrganizationalTheory.”inMaines,

DavidR.ed.SocialOrganizationandSocial

Process.Aldine.



──.2005.SituationalAnalysis:Grounded

TheoryafterthePostmodernTurn.Sage.

Coleman,JamesWilliam.1994.TheCriminalElite:

TheSociologyofWhite-CollarCrime.St.

Martin’sPress.（板倉宏訳『犯罪エリート』シ
ュプリンガー・フェアラーク東京株式会社，
１９９６．）

Conwell,C.and E.H.Sutherlnd.1937.The

ProfessionalThief.（佐藤郁哉訳『詐欺師コンウ
ェル』新曜社，１９８６．）

Cressey,PaulG.1932.TheTaxi-DanceHall:A

SociologicalStudyinCommercializedRecreation

andCityLife.UniversityofChicagoPress.

Goff,ColinHarford.1982.EdwinSutherlandand

White-CollarCrime.DissertationofPh.D.

UniversityofCalifornia,Irvine.

宝月 誠．１９９０．『逸脱論の研究』恒星社厚生閣．
──．２００６．「シカゴ学派の方法論再検討」中

野正大編『現代社会におけるシカゴ学派社会学
の応用可能性』平成１４年度─平成１７年度科学研
究費補助金（基盤研究（B））研究成果報告書，
京都工芸繊維大学．

──．２００８．「シカゴ学派の逸脱研究の再検討」
『平成１７年～平成１９年度科学研究費補助金（基
盤研究（C））研究成果報告書』立命館大学．

宝月誠・中野正大編．１９９７．『シカゴ社会学の研究』
恒星社厚生閣．

宝月誠・吉原直樹編．２００４．『初期シカゴ学派の世
界』恒星社厚生閣．

Landesco,John.1929[1968].OrganizedCrimein

Chicago.UniversityofChicagoPress.

Merton,RobertK.1957(reviseded).SocialTheory

andSocialStructure.FreePress.（森東吾ほか
訳『社会理論と社会構造』みすず書房，１９６１．）

水垣源太郎．１９９７．「組織犯罪とリーダーシップ：
ジョン・ランデスコ『シカゴの組織犯罪』」宝
月誠・中野正大『シカゴ社会学の研究』恒星社
厚生閣．

中野正大・寺岡伸悟．１９９４-１９９６．「初期シカゴ学派

立命館産業社会論集（第４４巻第４号）18

の調査方法論：ポール・G・クレッシー『タク
シー・ダンスホール』」上中下，『京都工芸繊維
大学工芸学部研究報告 人文』４２号・４３号・４４
号．

中野正大・高山龍太郎．１９９７-１９９９．「シカゴ・モノ
グラフの研究：ウォルター・C・レックレス
『シカゴの悪徳』」『京都工芸繊維大学工芸学部
研究報告 人文』４５号・４６号．

中野正大・宝月誠編．２００３．『シカゴ学派の社会学』
世界思想社．

Potter,GaryW.1994.CriminalOrganizations:

Vice,Racketeering,andPoliticsinanAmerican

City.WavelandPress.

Reckless,WalterC.1933.ViceinChicago.University

ofChicagoPress.

Reynolds,Marylee.1995.FromGangstoGangsters:

HowAmericaSociologyOrganizedCrime,1918-

1994.HarrowandHeston.

Slapper,GaryandSteveTombs.1999.Corporate

Crime.PearsonEducationLimited.

Sutherland, Edwin. H. 1940. “White-Collar

Criminality.”AmericanSociologicalReview5:

1-12.

──.1949[1983].WhiteCollarCrime.Holt,

Rinehart&Winston.（平野竜一・井口浩二訳
『ホワイト・カラーの犯罪』岩波書店，１９５５．）

Sutherland,E.H.andD.R.Cressey.1939[1960]

(6(th)edition).PrinciplesofCriminology,J.B.

LippincottCompany.（平野龍一・所一彦訳『犯
罪の原因』『犯罪の対策』有信堂，１９６４．）

Znaniecki,Florian,1934.TheMethodofSociology.

Farrar&Rinehart.（下田直春訳『社会学の方
法』新泉社，１９７１．）

Zorbaugh,HarveyW..1929.TheGoldCoastand

theSlum:ASociologicalStudyofChicago’s

NearNorthSide.UniversityofChicagoPress.

（吉原直樹ほか訳『ゴールド・コースとスラム』
ハーベスト社，１９９７．）



逸脱ビジネスの社会的世界（宝月 誠） 19

Abstract:TheChicagoSchoolmonographscontainaseriesofpapersonresearchonwhatis
called“DeviantBusiness,”includingD.R.Cressey’sTheTaxi-danceHall(1932),W.C.Reckless’s

ViceinChicago(1933),J.Landesco‘sOrganizedCrimeinChicago(1929)andE.H.Sutherland’s

WhiteCollarCrime(1949).Thispaperfocusesonthefollowingquestionsbyreferringtothese

monographs:Whatischaracteristicofthebehaviorofdeviantbusiness?Whattypeofsystemcan

befoundinthesocialworldofdeviantbusiness?Whatkindofcontroldodeviantentrepreneurs

usetoconstructthesystemthatissuitablefortheirbusiness?

Thepurposeofdeviantbusinessesistoobtaingains,buttheseentrepreneursfacesocial

prejudiceandstigma.Deviantbusinesssystemsinvolvethefollowingfourrelatedfactors:

“incentivefordeviantbusiness,”“market,”“socialloss(causedbydeviantbusiness)”and“social

censureandregulation.”Anyonewhowantstoobtaingainsbydoingdeviantbusinesshasto

constructasystemthatfavorsdeviantbusiness.Thereareseveralcontrolstrategiesapplicableto

constructingsuchasystem.Theyincludetheenactmentoflawsthatareadvantageousfordeviant

business,networkingwithpowerelitesandlawenforcers,andmakingagreementswithrival

businessestoavoidcompetition.Whetherornotdeviantentrepreneurssucceedintheirbusiness

dependsontheefficacyoftheirsystemandcontrolstrategies.

Keywords:Deviantbusiness,TheChicagoSchoolmonograph,systemofdeviantbusinessworld,
control
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